
改修された新川河口周辺（共興地区吉崎）

決め手は

早期発見・治療
前立腺がん

５０歳を過ぎたころから、前立腺には肥
大症やがんが増えてきますが、前立腺肥
大は前立腺の内腺が肥大しておこってく
るのに対し、前立腺がんは前立腺の外腺
に発生してくるという違いがあります。
前立腺がんは、はじめはほとんど自覚
症状がありませんが、病状の進行ととも
に排尿障害を主とした症状が現れてきま
す。
５０歳以上の日本人
の男性の２０％に前立
腺がんがあり、その
２％はすぐに治療が
必要だとされていま
す。
５０歳を過ぎたら、
自覚症状がなくて
も、まず血液検査を
受けることをおすす
めします。

前立腺がんは、
①早期発見・早期治療が決め手です。
②早期発見には集団検診やドック検診
を！
③５０歳を過ぎたら前立腺検査を！
④肉食やアルコ一ル類はほどほどに、緑
黄色野菜を多く！
※前立腺がん検診（ＰＳＡ検査）は基本
健診と同時に実施する予定です。
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共
興
地
区
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共
興
地
区
は
、
一
八
八
九
年
（
明

治
二
十
二
年
）
の
五
か
村
合
併
で
で

き
た
共
興
村
を
継
承
し
た
も
の
で
す
。

共
興
の
起
こ
り
は
、そ
れ
よ
り
早
く
、

一
八
八
二
年
（
同
十
五
年
）
に
小
笹

学
校
と
長
谷
学
校
が
統
合
を
申
請
す

る
際
、「（
こ
の
学
校
が
）
共
に
振
興

す
る
よ
う
に
」
と
の
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
初
年
か
ら
の
制
度
の
な
か

で
、
長
谷
、
吉
崎
、
東
小
笹
、
西
小

笹
、
登
戸
の
五
か
村
が
連
合
し
て
行

政
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め

合
併
協
議
も
順
調
で
、
市
域
十
か
町

村
の
な
か
で
は
最
も
早
く
、
同
二
十

一
年
十
月
に
申
請
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
な
っ
て

こ
の
五
か
村
の
村
域
が

決
ま
り
ま
し
た
が
、
集

落
は
古
く
か
ら
開
け
ま

し
た
。
九
三
〇
年
代
に

匝
瑳
郡
十
八
郷
の
う
ち

の
「
長
尾
（
な
が
お
）

郷
」
が
の
ち
に
長
井

（
な
が
い
・
な
げ
い
）、

長
谷
（
な
が
や
）
と
変

化
し
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。長

谷
、
吉
崎
は
海
岸

線
に
面
し
、
歴
史
史
料

が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て

い
な
い
も
の
の
、
現
存

す
る
神
社
や
苗
字
な
ど

か
ら
平
安
時
代
末
期
か

ら
鎌
倉
時
代
初
期
に
か

け
て
紀
州
・
熊
野
神
社

の
荘
園（
し
ょ
う
え
ん
）

で
あ
っ
た
こ
と
や
、

そ
の
後
、
千
葉
氏
族
の
進
出
に
よ
り

集
落
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

記
録
を
た
ど
る
と
、一
五
九
〇
年

（
天
正
十
八
年
）八
月
、本
多
康
俊
が

小
笹
郷（
現
在
の
共
興
、平
和
、野
栄

町
野
手
の
一
部
）に
五
〇
〇
〇
石
で

配
置
さ
れ
、約
十
年
間
小
笹
藩
が
存

在
し
ま
し
た
。そ
の
後
、小
笹
は
東
小

笹
と
西
小
笹
に
分
か
れ
ま
す
が
、こ

れ
も
歴
史
的
影
響
に
よ
る
も
の
で
す
。

長
谷
村
で
は
、一
六
八
五
年（
貞
享

二
年
）に
海
水
を
く
み
上
げ
大
釜
で

製
塩
す
る
釜
野
を
め
ぐ
る
争
い
に
よ

り
村
の
半
分
に
あ
た
る
四
十
七
人
が

罰
せ
ら
れ
る
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、吉
崎
村
で
は
、一
六
七
〇
年（
寛

文
十
年
）に
椿
湖（
つ
ば
き
の
う
み
）

の
干
拓
に
よ
る
排
水
で
土
地
流
失
な

ど
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。改

修
さ
れ
た
現
在
の
新
川
か
ら
は
そ
う

し
た
苦
難
の
歴
史
を
思
い
浮
か
べ
る

こ
と
は
む
ず
か
し
い
と
い
え
ま
す
。

東
小
笹
、西
小
笹
村
と
他
村
の
間

に
は
沼
地
や
用
排
水
路
と
な
る
川
も

あ
り
、そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
争
い
も
絶

え
ま
せ
ん
で
し
た
。「
カ
ッ
パ
の
証
文

松
」「
ふ
り
そ
で
橋
」「
御
門
霊
神（
み

か
ど
れ
い
し
ん
）」な
ど
の
伝
説
は
、

争
い
に
苦
し
ん
だ
農
民
の
生
活
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

昭
和
四
十
年
代
後
半
か
ら
五
十
年

半
ば
に
か
け
て
、こ
の
海
岸
を
め
ぐ

る
観
光
開
発
問
題
も
今
は
歴
史
の
彼

方
に
消
え
ま
し
た
。（

生
涯
学
習
課
）

市都言宣康健

活活
生生
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